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　外国から日本に来た力士が、数年間

日本で生活しただけで日本語を学び、

上手に日本語を操っているのをテレビ

などでご覧になったことがあります

か。どうして彼らはあんなにはやく日

本語を覚えるこ

とができるので

しょうか。

　外国語を学ぶ時の重要な条件に学習

環境が挙げられます。理想的な学習環

境とは、学んだ外国語を繰り返し使う

ことができる環境だといわれていま

す。

　外国から日本へやって来る若いお相

撲さんたちは、母国語の通じない相撲

部屋で日本語を学び、毎日の生活で繰

り返し日本語を使っているうちに、日

本語を習得してしまうのでしょう。

　一方で、私たちは学校で10年以上も

英語を学んでいるのに、いっこうに上

手になりません。長年勉強したってち

っとも上達しない原因は同じ要因によ

るものではないでしょうか。日本にお

ける英語の授業では、言葉を学ぶ環境

は整えられていますが、肝心の「使う」

環境がなかなか整備できません。どう

すればこの問題を解決できるでしょう

か。

　実はこの学習環

境の問題を解決する良い方法の一つが

CALL学習なのです。CALL学習を利用す

れば、これまでの日本での英語の授業

ではなかなか実現できなかった「英語

を使う」環境がネットに擬似的に創造

できるので、ネット上で存分に英語を

使う練習ができるのです。CALL学習を

上手に利用してみてはいかがでしょう

か。きっと上手に英語が使えるように

なりますよ。

※短縮版。全文はCALL教室ホームペー

ジで

ー●39●ー

宮田　宗彦 商学部講師

ＣＡＬＬ学習のすすめ

英語

▼　学生が利用できるe-learning教
材「Net Academy2」の学習画面

とCALL自習室

　
メ
コ
ン
川
流
域
の
ベ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
。

外
国
企
業
の
生
産
拠
点
と
し

て
経
済
成
長
を
遂
げ
、
国
民

所
得
が
向
上
し
た
近
年
は
消

費
市
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ

る
。
国
境
を
ま
た
い
だ
陸
上

輸
送
の
大
動
脈
が
相
次
い
で

開
通
し
、
年
内
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

経
済
共
同
体
が
発
足
す
る
メ

コ
ン
諸
国
は
、
商
学
部
教
員

の
研
究
の
舞
台
で
も
あ
る
。

　「
原
材
料
の
調
達
か
ら
生

産
、
物
流
、
流
通
ま
で
、
整

備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
を
ど
う

活
用
す
べ
き
か
、
問
題
点
は

何
か
、
経
済
統
合
後
の
変
化

を
物
流
と
流
通
を
切
り
口
に

把
握
し
た
い
。
現
場
の
課
題

を
積
み
上
げ
、
中
小
企
業
の

視
点
で
対
応
策
を
探
る
の
が

ね
ら
い
で
す
」
と
岩
尾
詠
一

郎
教
授
。
物
流
の
専
門
家

で
、
ヒ
ト･

モ
ノ･

カ
ネ
の

自
由
な
移
動
が
新
た
な
経
済

成
長
を
生
む
と
説
明
す
る
。

　
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ラ

オ
ス
は
右
側
通
行
だ
が
、
タ

イ
は
左
側
通
行
。
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
タ
イ
に
陸
送
す
る
場

合
、
現
状
で
は
途
中
の
ラ
オ

ス
で
車
両
を
交
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
交
通
規
制
が

統
一
さ
れ
れ
ば
物
流
へ
の
効

果
は
大
き
い
。

　
岩
尾
教
授
は
４
年
前
か
ら

現
地
の
中
小
企
業
や
工
業
団

地
な
ど
を
調
査
。
ベ
ト
ナ
ム

・
ダ
ナ
ン
か
ら
タ
イ
国
境
に

近
い
ラ
オ
ス
・
サ
バ
ナ
ケ
ッ

ト
ま
で
、
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
往
復
24
時
間
「
東
西
経

済
回
廊
」
を
走
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
想
像
以
上
に
舗
装
率

が
低
く
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
国
境
で
は
目
と
鼻
の
距
離

に
あ
る
両
国
の
通
関
施
設
で

そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
が
必
要
｜

｜
と
課
題
に
直
面
し
た
。

　
現
場
を
見
て
わ
か
る
こ
と

が
多
い
と
岩
尾
教
授
は
言

う
。
沿
道
の
山
村
に
も
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
目
立
ち
、

金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
点
在

す
る
光
景
に
、
現
実
を
実
感

し
た
。

　「
現
地
の
企
業
、
あ
る
い

は
工
場
進
出
を
考
え
て
い
る

川
崎
の
中
小
企
業
に
、
効
率

的
な
企
業
活
動
に
つ
な
が
る

情
報
を
発
信
し
た
い
。
生
産

は
タ
イ
、
食
料
と
電
力
の
供

給
は
ラ
オ
ス
と
い
う
よ
う
に

各
国
の
強
み
を
生
か
し
た
役

割
分
担
も
模
索
で
き
れ
ば
。

国
同
士
の
格
差
解
消
や
貧
困

の
削
減
に
つ
な
が
る
経
済
統

合
が
理
想
で
す
」

　
共
同
で
研
究
に
取
り
組
む

小
林
守
（
国
際
経
営
）、
上

田
和
勇
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）、
渡
辺
達
朗
（
流
通

論
）
の
各
教
授
は
い
ず
れ
も

企
業
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
実

務
経
験
が
あ
る
。
企
業
の
現

場
に
精
通
し
た
学
識
で
課
題

を
掘
り
出
し
、
各
国
の
研
究

者
と
成
果
の
共
有
を
目
指
し

て
い
る
。

◇

　「
メ
コ
ン
諸
国
に
お
け
る

経
済
統
合
の
中
小
企
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
研
究
」
は

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
に
昨
年
度
採
択
さ
れ
、
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
２

０
１
８
年
度
ま
で
調
査
・
研

究
を
行
う
。
商
学
部
の
教
員

が
所
属
す
る
商
学
研
究
所
で

も
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

７

▲　川崎商工会議所との共同シンポジウムで講演する岩尾教授。

メコン地域の物流の実態について説明した＝３月、川崎市で

 

国
際
研
究
力

メ
コ
ン
諸
国
の
物
流
を

 

就
職
課
で
は
４
年
次
以
上

の
学
生
向
け
に
内
定
に
直
結

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

■
学
内
企
業
説
明
会
in
サ
テ

ラ
イ
ト

　
６
月
24
日
（
水
）、
７
月

１
日
（
水
）、
２
日
（
木
）、

３
日
（
金
）。各
回
20
社
前
後

の
企
業
が
参
加
し
ま
す
。
私

服
Ｏ
Ｋ
、
途
中
入
退
場
自
由

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
で

こ
れ
ま
で
触
れ
て
い
な
か
っ

た
業
界
・
企
業
の
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
企
業

は
専
大
生
を
採
用
し
た
い
と

考
え
る
企
業
ば
か
り
で
す
。

■
就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

（
公
務
員
行
政
職
対
象
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
７
月
７
日
（
火
）。
公
務

員
試
験
で
も
面
接
対
策
が
必

須
で
す
。
こ
の
講
座
を
受
講

し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
！

　
　
　
　

◇

　
３
年
次
生
向
け
に
は
、
就

活
基
礎
講
座
「
押
さ
え
て
お

く
べ
き
就
活
マ
ナ
ー
」「
大

学
３
年
生
ま
で
に
考
え
て
お

く
べ
き
こ
と
」
を
実
施
し
ま

す
。
就
活
の
コ
ツ
は
「
早
め

に
」、
し
か
し
「
ゆ
っ
く
り

と
」
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
講
座
を
受
講
し
て

「
就
活
準
備
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

　
講
座
の
実
施
教
室
・
時
間

な
ど
、
詳
し
く
は
ポ
ー
タ
ル

・S-net

で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。Twitter

を
使
用
し

た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。
４
年
次
以
上
の
方
は

「
専
修
大
学
就
職
課
２
０
１

６
」
を
、
３
年
次
生
の
方
は

「
専
修
大
学
就
職
課
２
０
１

７
」
を
検
索
し
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ
さ
い
。

内
定
へ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
　
就
職
課

　
カ
ナ
ダ
か
ら
の
短
期
留
学

生
と
親
睦
を
深
め
よ
う
と
５

月
26
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
文
学
部
・
板
坂
則
子
ゼ
ミ

主
催
の
お
茶
会
が
開
か
れ

た
。
日
本
語
と
英
語
を
交
え

な
が
ら
、
趣
味
や
日
本
文
化

に
つ
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と

語
り
合
っ
た
。

　「
日
本
語
・
日
本
事
情
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
春
期
コ
ー
ス

（
５
月
８
日
〜
６
月
６
日
）

で
本
学
を
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
・

カ
ル
ガ
リ
ー
大
生
20
人
と
、

板
坂
教
授
の
入
門
ゼ
ミ
の
１

年
次
生
ら
22
人
が
参
加
。
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
で
ケ

ー
キ
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、

出
身
地
や
日
本
の
言
葉
、
好

き
な
ア
ニ
メ
や
ア
イ
ド
ル
の

話
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
中
に
は
ト
ラ
ン
プ
を
始
め

る
グ
ル
ー
プ
も
。
中
国
出
身

の
イ
ン
・
シ
ン
さ
ん
は
「
初

め
て
バ
バ
抜
き
を
や
っ
た
け

ど
面
白
か
っ
た
」
と
す
っ
か

り
打
ち
解
け
た
様
子
。
ア
ニ

メ
好
き
と
い
う
マ
ニ
ク
・
バ

ン
ダ
リ
さ
ん
は
「
お
茶
会
で

も
ア
ニ
メ
の
話
で
盛
り
上
が

っ
た
。
専
大
生
は
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
明
る
い
学
生
ば
か

り
。
こ
う
い
っ
た
交
流
を
企

画
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
〝
お
も
て
な

し
〞
に
感
激
し
て
い
た
。

　
山
形
綾
音
さ
ん
（
１
年

次
）
は
「
こ
ん
な
に
外
国
の

人
と
話
し
た
の
は
初
め
て
な

の
で
、
緊
張
し
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
」
と
異
文
化
交
流
に

刺
激
を
受
け
て
い
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国

人
の
日
本
語
習
得
を
目
的
に

年
４
コ
ー
ス
実
施
。
短
期
留

学
生
は
国
際
交
流
会
館
で
専

大
生
と
共
同
生
活
を
送
る
。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
生
の
参
加
は

２
０
０
５
年
度
か
ら

で
10
回
目
。
引
率
の

シ
ャ
ー
プ
昭
子
専
任

講
師
（
日
本
語
教

育
）
は
「
参
加
者
は

専
大
生
の
案
内
で
い

ろ
い
ろ
な
所
に
出
掛

け
、
日
本
を
満
喫
し

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
専
大
生
と
つ

な
が
り
、
毎
年
の
よ

う
に
日
本
を
再
訪
し

て
い
る
人
も
多
い
」

と
話
し
た
。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
生文

学
部
生
と
お
茶
会

お
も
て
な
し
に
感
謝

▶
　
趣
味
や
日
本
文
化
に
つ
い
て

に
こ
や
か
に
話
す
学
生
ら

15
年
度
第
２
期
長
期 

交
換
留
学
生
に
８
人

　
２
０
１
５
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨

学
生
（
第
２
期
）
が
次
の
８

人
に
決
ま
っ
た
。
氏
名
と
留

学
先
は
左
記
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

【
英
語
圏
】

●
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
（
米

国
）

▽
市
岡
正
寛
（
経
済
４
）

▽
早
川
諒
（
経
営
４
）

▽
田
巻
直
樹
（
文
４
）

▽
佐
藤
嘉
郎
（
文
３
）

▽
近
藤
祐
美
（
文
２
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
）

▽
佐
藤
大
知
（
経
済
３
）

▽
浦
田
愛
美
（
文
４
）

▽
門
倉
明
日
香
（
文
３
）

▶
　
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
と
学
生
た
ち

公
開
講
座
情
報

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
メ
コ
ン
地
域
と
中
国
の

消
費
市
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
」

　
流
通
業
の
進
出
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
メ
コ
ン
地

域
に
影
響
を
与
え
る
中
国
企

業
の
動
向
を
検
討
す
る
。

▽
日
時

６
月
20
日
（
土
）

13
時
〜
▽
場
所

神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
講
師

陳
立
平
氏
（
中
国
・
首
都

経
済
貿
易
大
学
・
工
商
管
理

学
院
主
任
教
授
）
／
高
紅
冰

氏（
ア
リ
バ
バ
集
団
副
総
裁
、

ア
リ
バ
バ
研
究
院
院
長
）
／

謝
周
佩
氏
（
ア
リ
バ
バ
研
究

院
研
究
総
監
）
／
佐
原
太
一

郎
氏
（
い
わ
き
明
星
大
学
教

養
学
部
助
教
）
ほ
か
▽
使
用

言
語

日
本
語
・
中
国
語

（
通
訳
あ
り
）
▽
定
員

１

５
０
人
▽
参
加
無
料

旴

社

会

知

性

開

発

研

究

セ

ン

タ

ー

事

務

課

E
-
m
a
i
l
:
s
o
c
i
o
@
a
c
c
.

senshu-u.ac.jp

第
10
回
高
校
生
の
た
め
の
経

営
学
実
践
講
座
「
高
校
生
に

愛
さ
れ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

店
を
つ
く
ろ
う
！
」

▽
日
時

８
月
２
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
▽
場
所

生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
３
階
▽

対
象

高
校
生
（
学
年
不

問
）
▽
参
加
費
無
料

旴
経
営
学
部
「
公
開
講
座
」

係
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１

２
５
６

第
49
回
黒
門
祭

　
学
術
文
化
会
に
所
属
す
る

サ
ー
ク
ル
が
、
発
表
・
展
示

を
行
い
、
日
ご
ろ
の
研
究
の

成
果
を
披
露
す
る
。

▽
日
時

６
月
26
日
（
金
）

13
時
〜
６
月
28
日
（
日
）
▽

場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
部
主
催

「Clean 
town 

2015  
in 

KANDA

〜
神
田
校
舎
周
辺
を

き
れ
い
に
し
よ
う
〜
」 

　
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
今
年
も
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

▽
日
時

７
月
４
日
（
土
）

９
時
30
分
１
０
２
教
室
集
合

※
小
雨
決
行
▽
清
掃
場
所

①
水
道
橋
駅
方
面
②
神
保
町

駅
方
面
③
九
段
下
駅
方
面

※
申
し
込
み
は
窓
口
（
神

田

学

生

生

活

課
、

二
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